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長
野
市
は
、
都
市
内
分
権
を
導
入
し
、

市
の
行
政
組
織
を
大
改
革
し
、
区
長
会
等

十
団
体
に
依
頼
し
て
い
た
事
務
や
事
業
を
、

必
須
事
務
と
選
択
事
務
に
分
類
し
、
市
内

三
十
二
地
区
の
各
住
民
自
治
協
議
会
に
、

こ
の
十
団
体
の
事
務
や
事
業
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
吉
田
地
区
で
は
、
五
部
会
、
九

委
員
会
で
分
担
し
て
、
平
成
二
十
二
年
四

月
か
ら
本
格
的
に
動
き
出
し
、
部
会
や
委

員
会
の
努
力
に
よ
っ
て
、
何
と
か
一
年
目

を
経
過
す
る
中
で
、
多
種
多
様
な
貴
重
な

経
験
や
学
ぶ
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ど
う
か
今
年
度
の
事
業
推
進

の
中
で
、
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

吉
田
地
区
は
、
以
前
の
名
称
や
組
織
を

そ
の
ま
ま
と
い
う
部
署
等
が
少
な
い
こ

と
か
ら
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
市
内
三
十
二
地
区
の
中
に
は
、

旧
団
体
や
組
織
の
ま
ま
存
続
し
、
部
会
を

編
成
し
て
い
る
地
区
も
数
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
も
一
年
経

過
す
る
中
で
収
入
財
源
の
主
な
も
の
は
、

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度

役
員
・
顧
問
名
簿　

収
入
財
源
で
、
繰
越
金
を
百
五
十
万
円

程
度
見
込
め
る
と
し
て
、
二
千
万
円
程
度

収
入
財
源
で
あ
り
ま
す
。
新
た
に
財
源
が

必
要
な
場
合
は
、
支
出
に
制
限
を
加
え
る

か
、
各
区
の
負
担
金
を
増
額
す
る
か
課
題

と
な
り
ま
す
。

当
面
の
課
題
は
、
事
務
局
長
体
制
と
そ

の
財
源
問
題
が
各
住
民
自
治
協
の
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
お
年
寄

り
や
障
が
い
者
等
の
方
の
移
送
事
業
を
、

九
月
頃
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

（
一
回
六
百
円
）

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
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迎
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収入財源の主たるもの
（単位：円）

市からの
◇いきいき交付金 11,600,000

◇社会福祉関係補助 2,400,000

◇地区負担金（区） 5,000,000

◇前年度繰越金 1,500,000

計 20,500,000
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交
通
安
全
委
員
会

　
長
野
交
通
安
全
協
会
吉
田
支
部

支
部
長
　
横
田
　
一
尊

私
達
は
交
通
安
全
思
想
の
普
及
と
高
揚

を
図
り
、
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
安

心
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

季
毎
の
交
通

安
全
運
動
期
間

中
の
街
頭
指
導

を
は
じ
め
、
吉

田
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
の
雑
踏

警
備
、
町
民
運
動
会
の
自
転
車
誘
導
等
、

地
元
の
無
事
故
を
願
い
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
今
の
運
動
の
重
点
は
先
ず
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
で
す
。
役
員
一
丸
と
な
っ

て
高
齢
者
宅
の
個
別
訪
問
を
行
い
、『
反

射
材
着
用
』
を
特
に
訴
え
て
お
り
ま
す
。

又
、
訪
問
先
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
、
回
収
数
で
は
市
内
30
支
部
の
中
で
常

に
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

尊
い
人
命
を
交
通
事
故
で
失
う
事
の
な

い
よ
う
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
安
全

第
一
！
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

実
施

　
　
　

�「
ご
み
分
別
強
調
月
間
」
各
町

協
力
員
に
よ
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
立
会
、
指
導

11
月　

�

定
例
会　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
結

果
報
告
、
視
察
研
修
の
反
省
及

び
次
年
度
希
望
に
つ
い
て

１
月　

�

一
年
間
の
反
省
、
今
後
の
事
業

推
進
に
つ
い
て
、
新
年
会

２
月　

�

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
等
の

配
布

３
月　

�

平
成
二
十
三
年
度
の
反
省
及
び

二
十
四
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

の
計
画

年
間
を
通
し
て
の
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
各
町
協
力
員
に
よ
る
ご
み
の
分
別
の

指
導
、
生
ご
み
の
自
家
処
理
（
減
量
）
の

推
進
、
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
資
源
回
収

の
奨
励
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し
、

吉
田
地
区
全
体
が
花
で
飾
ら
れ
る
明
る
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

防
犯
・
防
災
委
員
会

　
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
に
向
け
て

　

吉
田
地
区
防
犯
協
会

一
時
期
発
生
が
減
少
し
た
振
り
込
め
詐

欺
が
、今
年
に
入
っ
て
再
び
増
加
に
転
じ
、

特
に
高
齢
者
の
生
活
資
金
を
根
こ
そ
ぎ
騙

し
取
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
が
続
発
し
て

い
ま
す
。

今
で
は
、
誰
で
も
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
手

口
を
知
っ
て
お
り
〝
自
分
は
絶
対
に
被
害

に
遭
わ
な
い
〟と
自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
相
手
は
訓
練
を
重
ね
た
プ
ロ
の
犯

罪
者
集
団
、
息
子
や
孫
を
装
い
言
葉
巧
み

に
不
始
末
を
種
に
、
親
心
に
付
け
込
み
大

金
を
振
り
込
ま
せ
騙
し
取
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
地
区
防
犯
協
会
で
は
、
住
民
の

方
々
が
こ
の
よ
う
な
犯
罪
の
被
害
を
受
け

な
い
よ
う
、
定
期
的
に
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
を
活
用
し
て
街
頭
広
報
活
動

や
、
駅
頭
で
乗
降
客
に
広
報
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど

の
活
動
を
展
開

し
、
振
り
込
め

詐
欺
の
被
害
防

止
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

各
町
雨
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
五
月

下
旬
か
ら
六
月
上
旬
に
か
け
て
、
春
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
運
動
及
び
河
川
の
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
ご

協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
環

境
美
化
部
会
の
取

組
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。

６
月　

�

ア
メ
シ
ロ
一
斉
防
除
、
各
町
協

力
員
の
指
導

８
月　

�

定
例
会　

ア
メ
シ
ロ
第
一
期
防

除
報
告
、
第
二
期
対
策

９
月　

�

定
例
会　

ア
メ
シ
ロ
第
二
期
発

生
報
告
、
部
会
視
察
研
修
に
つ

い
て

10
月　

�

秋
の
大
掃
除
、ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
、

市
広
報
に
よ
る
啓
発
、
辰
巳
公

園
の
清
掃
、
部
会
視
察
研
修
の

環
境
美
化
部
会

安
全
・
安
心
部
会

街頭広報活動

交通安全協会吉田支部総会
集合写真

アメシロ防除 春のゴミゼロ運動

花いっぱい運動
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保
健
委
員
会

保
健
委
員
会
で
は
七
月
十
一
日
に
、
環

境
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
テ
ー
マ
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る

住
み
良
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
、
東
京
理
科
大
学
教
授
「
小
布
施
町
ま

ち
づ
く
り
研
究
所
」
所
長
、
川
向
正
人
先

生
の
研
究
室
を
訪
ね
ま
し
た
。

お
話
の
中
で
「
今
在
る
も
の
（
古
い
も

の
）
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
景
観
を
修
復
し
て

い
く
（
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
）
の

が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
ご
指
摘
い
た

だ
き
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

青
少
年
委
員
会

23
年
度

「
吉
田
地
区

内
三
校
と
の

連
絡
協
議

会
」
は
人
権

同
和
教
育
委

員
会
と
の
合
同
開
催
。
学
校
の
教
育
方
針

を
理
解
し
、
家
庭
地
域
に
何
が
必
要
か
を

考
え
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
悪
く
な

り
た
い
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

気
付
き
輝
く
未
来
を
守
る
た
め
大
人
が
心

を
ひ
と
つ
に
良
い
吉
田
町
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

公
民
館
委
員
会

　
～
行
事
は
活
気
と
心
を
結
ぶ
～

今
年
も
順
調
に
事
業
進
行
中
。
六
月

は
、「
吉
田
町
成
人
野
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
と
、「
自
然
観
察
会
（
戸

隠
森
林
植
物
園
、
鏡
池
散
策
）」
を
行
い
、

七
月
は
、「
吉

田
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
『
何
丸

踊
り
・
吉
田
び

ん
ず
る
』」
を

盛
大
に
行
い
ま

し
た
。

福
祉
委
員
会

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

更
生
保
護
施
設
裾
花
寮
は
閑
静
な
住
宅

街
の
中
に
あ
り
ま
す
。
罪
を
償
い
再
出
発

し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
自
立
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。

施
設
長
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
浅

沼
俊
輔
氏
は
、「
自
立
を
考
え
る
と
定
職

に
つ
き
、
二
度
と
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い

よ
う
強
い
意
志
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
日
々
の
中
で
感
じ
て
い
る
そ
う
で

す
。
地
域
で
は
、
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や

理
解
と
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
が
更
生
へ

の
手
助
け
と
な
る
こ
と
や
家
族
全
員
で
食

卓
を
囲
む
こ
と
も
犯
罪
減
少
の
一
歩
で
も

あ
る
よ
う
で
す
。

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
が
減
少
す
る
現

在
、
近
隣
へ
の
あ
い
さ
つ
が
見
守
り
活
動

や
安
否
確
認
に
も
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
権
・
同
和
教
育
委
員
会

今
年
度
、
人
権
同
和
教
育
委
員
会
で
は

規
約
の
見
直
し
を
し
、
委
員
21
名
と
教
育

推
進
会
24
名
を
も
っ
て
組
織
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
学
社
連
携
人
権
同
和
教
育
連

絡
会
を
青
少
年
委
員
会
と
合
同
で
開
催

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
は
各
町
へ
お
伺

い
す
る
人
権
同
和
研

修
会
を
通
じ
て
皆
様

と
深
い
絆
を
結
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

育
成
会
委
員
会

猛
暑
の
中
、
恒
例
の
た
つ
み
祭
り
が
七

月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
折
り
紙
の
コ
ー

ナ
ー
も
登
場
。
イ
ヌ
、
花
な
ど
が
次
々
と

完
成
し
て
い
ま
し
た
。
お
た
の
し
み
抽

選
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
当
選
し
た

子
供
達
が

歓
声
を
上

げ
、
商
品

を
う
れ
し

そ
う
に
受

け
取
り
ま

し
た
。

福
祉
・
保
健
部
会

教
育
・
公
民
館
部
会

社会を明るくする運動　７/27 開催
講師　浅沼氏

小布施町への視察研修　７/11

たつみ祭り
お楽しみ抽選会、ビンゴゲーム
大会などで賑わいました。

吉田小、湯谷小、東部中
の先生方、自治協役員と
の情報交換

吉田ふるさと夏まつり
実行委員会役員
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道
路
案
内
パ
ネ
ル
設
置

住
民
自
治
協
議
会
発
足
か
ら
、
部
会

の
主
な
事
業
と
し
て
わ
か
り
や
す
い
吉
田

町
に
す
る
た
め
に
、
道
路
の
案
内
標
識
パ

ネ
ル
板
を
今
回
は
元
交
番
入
口
に
、
辰
巳

公
園
・
吉
田
の
イ
チ
ョ
ウ
・
Ｊ
Ｒ
北
長
野

駅
・
吉
田
交
番
・
何
丸
生
誕
地
・
吉
田
小

学
校
の
三
方
の
パ
ネ
ル
板
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
吉
田
の
ま
ち
を
安
心
し

て
歩
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
何
丸
翁
顕
彰
保
存
会

事
務
局
長
　
徳
永
　
　
清　

◆
吉
田
地
区
に
は
、
長
野
市
指
定
の
文
化
財
が

５
点
あ
る
。

①
吉
田
の
イ
チ
ョ
ウ
・
②
中
越
庚こ

う

申し
ん

講
・
③
中

越
庚
申
塔
・
④
親
鸞
聖
人
絵
伝
・
⑤
花
鳥
の
図

で
す
。

◆
吉
田
の
イ
チ
ョ
ウ
（
小
町
）

◦
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
長
野
県
天
然
記
念

物
に
指
定
。

◦
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
長
野
市
指
定
文
化

財
「
天
然
記
念
物
」

◦
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
雄
木
の
た
め
に
ギ
ン
ナ

ン
は
な
り
ま
せ
ん
。
公
孫
樹（
こ
う
そ
ん
じ
ゅ
）

と
も
。
イ
チ
ョ
ウ
は
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の

で
す
。

◆
樹
齢
推
定
約
１
２
０
０
年

◦
樹
高
約
32
ｍ

●
目
通
り
約
９
ｍ
（
目
の
高
さ
で
見
た
幹
の
太

さ
）

◆
古
来
、
金
毘
羅
社
が
祀
ら
れ
た
。

◦
こ
の
地
か
ら
弥
生
式
土
器
な
ど
が
出
土
し
た

の
で
古
代
人
の
住
居
地
で
旧
北
国
街
道
（
東
山

道
の
支
道
）
も
付
近
を
通
っ
た
。「
乳
頭
状
」

の
気
根
（
き
こ
ん
）
が
あ
る
の
で
、
こ
の
樹
皮

を
、
せ
ん
じ
て
飲
む
と
母
乳
が
よ
く
出
る
と
の

信
仰
が
あ
っ
て
「
乳
イ
チ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
た

名
木
で
す
。

◆
明
治
維
新
（
１
８
６
８
）
後
で
は
吉
田
神
社

の
社
地
し
め
縄
が
は
ら
れ
御
神
木
と
な
る
。
金

毘
羅
か
ら
事
代
主
命
が
祭
神
と
な
り
、
７
月
25

日
に
祭
事
を
す
る
。
ま
た
秋
葉
大
権
現
＝
火
之

加
具
土
神
（
ひ
の
か
ぐ
つ
ち
の
か
み
）
が
遷
座

し
た
。

◆
弥
生
時
代
＝
紀
元
前
４
０
０
年
頃
か
ら

２
０
０
年
頃
ま
で
。

◦
金
毘
羅
＝
商
売
繁
盛
、
交
通
安
全
「
こ
ん
ぴ

ら
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
ク
ン
ビ
ー
ラ
」

が
、
な
ま
っ
た
も
の
。
古
代
イ
ン
ド
の
水
難
除

け
の
神
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ワ
ニ
が
神
格
化
し
た

神
で
あ
る
。
こ
ん
ぴ
ら
参
り
の
信
仰
は
、
早
く

も
平
安
時
代
か
ら
。

◦
事
代
主
命
＝
恵
比
寿
。
信
用
の
神
大
国
主
命

の
子
。

◦
秋
葉
大
権
現
＝
火ひ

伏ぶ

せ
の
神
。

　

歴
史
上
例
を
見
な
い
東
日
本
大
震
災
か
ら

一
五
〇
日
が
経
過
し
ま
し
た
。
災
害
は
何
時
起

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
常
日
ご
ろ
心
・
身
の

廻
り
（
非
常
持
出
）
の
準
備
を
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

　

編
集
に
は
各
部
会
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
員
一
同
）

平
成
二
十
三
年
度

　
　
　
　
区
長
部
会
名
簿

　

 

役
職　
　
　
　

 
町
名　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　

吉
田
地
区
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
が
十
月
十
六
日
（
日
）
午
後
二

時
か
ら
吉
田
公
民
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

区
長
部
会

部
会
長　
　
　
　

吉
田
田
町　

風
間　

政
美

副
部
会
長
会
計　

吉
田
横
町　

島
田　

光
夫

副
部
会
長
総
務　

上
町　
　
　

長
田　
　

威

　
　
　
　
　
　
　

押
鐘　
　
　

丸
山　
　

勇

　
　
　
　
　
　
　

桐
原　
　
　

仁
科　

眞
一

　
　
　
　
　
　
　

本
町　
　
　

丸
山　

義
雄

　
　
　
　
　
　
　

北
本
町　
　

田
口　

忠
徳

　
　
　
　
　
　
　

広
町　
　
　

中
村　

志
郎

　
　
　
　
　
　
　

小
町　
　
　

岡
谷
文
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
東
町　

山
口　

勝
巳

　
　
　
　
　
　
　

中
越　
　
　

神
田　

公
一

　
　
　
　
　
　
　

太
田　
　
　

林
部　

範
雄

　
　
　
　
　
　
　

鍋
屋　
　
　

丸
山　

光
政

　
　
　
　
　
　
　

原
町　
　
　

小
林　
　

勇

　
　
　
　
　
　
　

西
堀　
　
　

花
岡　

克
行

第５集

　

吉
田
地
区
全
体
の
防
災
体
制
を
考
え

る
た
め
、
吉
田
地
区
自
主
防
災
会
連
絡

協
議
会
の
設
立
総
会
が
八
月
一
日
（
月
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
十
月
八
日
（
土
）
に
情

報
伝
達
、
収
集
な
ど
の
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。


